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新年のごあいさつ�新年のごあいさつ�
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希

望
に
輝
く
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
経
済
は
、
低
迷

す
る
経
済
状
況
を
は
じ
め
、

厳
し
い
雇
用
状
況
や
年
金

改
革
な
ど
将
来
不
安
が
高

ま
る
中
、
イ
ラ
ク
へ
の
自

衛
隊
派
遣
、
進
展
し
な
い

拉
致
問
題
な
ど
先
行
き
不

透
明
な
国
際
問
題
が
続
い

て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
は
、
南
山

城
の
中
心
と
し
て
魅
力
あ

る
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

昨
年
三
月
に
は
、
第
二
京

阪
道
路
が
開
通
、
現
在
、

三
山
木
区
画
整
理
や
北
部

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

児
童
館
、
防
賀
川
公
園
、

市
営
墓
地
な
ど
の
基
盤
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
政
の
取
り

組
む
べ
き
課
題
も
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
達
の
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
や
障
害

者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
、
高
齢
者
の
健

康
維
持
と
生
き
が
い
対
策
、

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な

運
営
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
論
議
さ
れ

ま
し
た
市
町
村
合
併
問
題

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
本
市

は
合
併
を
し
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
地
方
分

権
と
と
も
に
、
自
治
体
の

行
財
政
基
盤
の
強
化
か
ら
、

税
財
源
移
譲
に
関
わ
る

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
動

向
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
議
会
は
、
市
民

の
代
表
と
し
て
、
そ
の
責

務
を
自
覚
し
、
活
発
な
議

会
活
動
を
通
じ
、
市
民
の

皆
様
の
期
待
に
応
え
て
参

る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
お
願
い
し
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

市
民
の
期
待
に
応
え

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
昨
年
は
市
政

の
推
進
に
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
社
会
経
済
情
勢

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
り
ま
し
た
が
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
は
、
多
く
の

事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
街
の

発
展
・
成
長
に
つ
い
て
の

民
間
調
査
で
は
、
高
い
評

価
を
い
た
だ
く
な
ど
、
着

実
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
路

や
下
水
道
、
都
市
公
園
等

の
都
市
基
盤
整
備
や
教

育
・
福
祉
の
充
実
、
産
業

の
振
興
・
発
展
等
、
ま
だ

ま
だ
多
く
の
課
題
を
抱
え
、

都
市
機
能
と
自
然
と
の
調

和
を
図
り
な
が
ら
、
快
適

な
生
活
環
境
を
創
り
、
市

民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
が
、
さ
ら
な
る
課
題
で

も
あ
り
ま
す
。

今
日
、
社
会
経
済
情
勢

は
依
然
と
し
て
不
安
定
で

不
透
明
な
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
私
は
こ
の
変

革
を
む
し
ろ
好
機
と
と
ら

え
、
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
多
く
の
方
の
英
知
と
協

働
に
よ
り
、
将
来
へ
の
確

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
べ
く
、
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
が
希
望
あ
ふ
れ
る

明
る
い
年
に
な
る
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
、
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

確
か
な
ま
ち
づ
く
り 市長　久村　哲議長　小林　弘

昨年12月11日に松井ケ丘幼稚園で行われた「もちつき」。子どもたちは背丈ほどのある杵を使ってお餅をつきました。
つきたてのお餅を手で丸め、きなこをまぶしたり雑煮にして食べ、一足早いお正月気分を味わっていました。

新年あけましておめでとうございます。輝
かしい平成16年が始まりました。
今年も、本市は府南部地域の中核都市とし

て、みなさんから「住んでよかった」と言っ

ていただけるよう、市民のみな
さんと共に魅力あるまちづくり
を進めます。
今年もよろしくお願いします。
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なやみごと（人権・行政）相談�なやみごと（人権・行政）相談�
時と場所�

毎月 第２水曜日（市役所会議室または�
　　　　　　　　  中央公民館会議室）�
 第４水曜日（北部住民センター�
   　または三山木福祉会館）�
いずれも午後１時３０分～４時�
祝日の場合はありません�

？�

？�
？
�

相談は無料で、秘密は固く守ります。�
　お気軽にお越し下さい。�

市
は
国
民
健
康
保
険
加
入

者
を
対
象
に
、
仕
事
な
ど
で

時
間
的
に
国
民
健
康
保
険
税

の
納
付
が
で
き
な
い
人
や
昼

間
に
市
役
所
に
来
て
相
談
な

ど
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、「
夜
間
相
談
窓
口
」
を

開
き
ま
す
。

夜
間
窓
口
開
設
日
＝
１
月

２６
日

〜
３０
日

時
間
＝
午
後
６
時
〜
８
時

場
所
・
問
合
せ
先
＝
国
保

年
金
課（

６３
・
１
１
２
２
）

市
は
、
平
成
１５
年
度
非
常

勤
嘱
託
職
員
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。

【
職
種
と
応
募
資
格
・
募

集
人
員
】

窓
口
事
務
＝
昭
和
２８
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
窓

口
応
対
お
よ
び
一
般
事
務
が

で
き
る
人
・
１
人

女
性
問
題
活
動
推
進
専
門

員
＝
昭
和
２８
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
女
性
問
題
に

関
し
基
礎
的
な
学
習
を
し
て

い
る
か
基
礎
的
な
知
識
を
有

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
け
て
の
事
業
に
取
り
組
む

意
欲
の
あ
る
人
・
１
人

【
試
験
日
時
】

２
月
１
日

午
前
８
時
３０

分
か
ら

【
採
用
予
定
日
】

４
月
１
日
以
降

【
申
込
受
付
期
間
】

１
月
５
日

〜
１６
日

。

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
と
祝

日
は
除
き
ま
す

【
申
込
受
付
時
間
】

市
は
、
平
成
１６
年
度
臨
時

的
任
用
職
員
（
臨
時
職
員
・

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
お
よ
び

パ
ー
ト
職
員
）
の
登
録
者
を

募
集
し
ま
す
。

【
職
種
と
応
募
資
格
】

一
般
事
務
＝
昭
和
１９
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

保
育
士
＝
昭
和
１９
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
育

士
証
を
有
す
る
人

保
健
師
お
よ
び
看
護
師
＝

昭
和
１９
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
保
健
師
ま
た
は
看

護
師
免
許
を
有
す
る
人
。
た

だ
し
、
看
護
師
は
休
日
応
急

診
療
所
《
休
日
の
み
》
だ
け

市
は
同
志
社
京
田
辺
校
地

で
地
区
計
画
の
決
定
と
高
度

地
区
の
変
更
、
風
営
法
の
改

正
等
に
伴
う
８
地
区
計
画
の

変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期

は
、
６
月
か
ら
翌
年
の
３
月

ま
で
の
１０
回
払
い
と
な
っ
て

夜
間
相
談
窓
口

夜
間
相
談
窓
口
を
開
設
開
設�
夜
間
相
談
窓
口
を
開
設�

嘱託職員の採用試験�嘱託職員の採用試験�

い
ま
す
。
納
期
限
内
に
納
付

さ
れ
な
か
っ
た
時
は
、
督
促

状
を
発
送
し
本
税
と
は
別
に

こ
れ
ま
で
選
挙
の
時

に
、
市
役
所
４
階
で
行
っ

て
い
た
「
不
在
者
投
票
」

は
、
平
成
１５
年
１２
月
以
後

に
行
わ
れ
る
選
挙
か
ら
、

も
っ
と
簡
単
に
で
き
る

「
期
日
前
投
票
」
に
変
わ

り
ま
し
た
。

「
期
日
前
投
票
」
は
、

受
け
付
け

時
に
宣
誓

書
な
ど
を

書
く
の
は

今
ま
で
と
同
じ
で
す
が
、

投
票
用
紙
を
内
封
筒
や
外

封
筒
に
入
れ
、
外
封
筒
に

署
名
す
る
と
い
う
手
続
き

は
な
く
な
り
、
投
票
用
紙

を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら

投
票
が
簡
単
で
行
い
や
す

く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

指
定
病
院
や
遠
隔
地
か
ら

の
投
票
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
内
封
筒
・
外
封
筒
・

署
名
を
す
る
「
不
在
者
投

票
」
の
方
式
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
公

示
日
ま
た
は
告
示
日
か
ら

不
在
者
投

票
が
で
き

ま
し
た

が
、
こ
れ

か
ら
は
投
票
期
間
が
公
示

日
ま
た
告
示
日
の
翌
日
か

ら
選
挙
期
日
前
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

シリーズ67

選
挙
の
し
く
み

期
日
前
投
票
制
度

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
５
時

【
申
込
方
法
】

職
員
課
に
備
え
付
け
ま
た

は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

ab
e.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
撮
影
６
か

月
以
内
の
写
真
（
正
面
・
脱

の
勤
務
も
あ
り
ま
す

手
話
通
訳
＝
昭
和
１９
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
手

帽
・
上
半
身
・
縦
６

×
横

５

）
を
貼
り
、
同
課
へ
受

験
者
本
人
が
持
参
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ

る
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま

話
通
訳
の
で
き
る
人

医
療
事
務
＝
昭
和
１９
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
医

療
事
務
の
資
格
を
有
す
る
人

栄
養
士
＝
昭
和
１９
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
管
理

栄
養
士
ま
た
は
栄
養
士
免
許

せ
ん
。
ま
た
、
提
出
書
類
は
、

一
切
返
却
し
ま
せ
ん

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

職
員
課
（

６４
・
１
３
２

４
）

を
有
す
る
人

給
食
調
理
師
（
保
育
所
勤

務
）
＝
昭
和
１９
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
調
理
師
免

許
を
有
す
る
人

保
育
所
・
児
童
館
保
育
等

パ
ー
ト
＝
昭
和
１９
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
育
士

証
を
有
す
る
人
ま
た
は
保
育

所
勤
務
経
験
や
育
児
経
験
な

ど
の
あ
る
人

環
境
衛
生
技
術
員
・
用
務

員
＝
昭
和
１９
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人

宿
日
直
員
＝
昭
和
１４
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

い
ず
れ
の
職
種
も
地
方
公

務
員
法(

昭
和
２５
年
法
律
第

２
６
１
号)

第
１６
条
の
規
定

に
よ
る
欠
格
事
項
（
成
年
被

後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人
な

ど
）
に
該
当
す
る
人
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

【
採
用
】

本
市
臨
時
的
任
用
職
員
登

録
者
名
簿
（
有
効
期
間
は
４

月
１
日
〜
平
成
１７
年
３
月
３１

日
）
に
登
録
し
、
職
員
に
短

期
的
な
欠
員
（
産
休
な
ど
）

が
生
じ
た
時
に
、
名
簿
登
載

者
の
中
か
ら
選
考
し
採
用
し

ま
す【任

用
期
間
】

必
要
に
応
じ
て
決
定
し
ま

す【
賃
金
】

「
京
田
辺
市
職
員
の
臨
時

的
任
用
に
関
す
る
規
程
」
に

基
づ
き
支
給
し
ま
す

【
申
込
受
付
期
間
】

１
月
１５
日

〜
３０
日

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除

き
ま
す

【
申
込
受
付
時
間
】

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
５
時

【
申
込
方
法
】

職
員
課
に
備
え
付
け
ま
た

は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

ab
e.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
撮
影
６
か

月
以
内
の
写
真
（
正
面
・
脱

帽
・
上
半
身
・
縦
６

×
横

５

）
を
貼
り
、
必
要
な
免

許
・
資
格
を
有
す
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
免
許
証
、
資
格

証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
、

同
課
へ
本
人
が
持
参
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に

よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。
ま
た
、
提
出
書
類

は
、
一
切
返
却
し
ま
せ
ん

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

職
員
課
（

６４
・
１
３
２

４
）

督
促
手
数
料
２
０
０
円
や
、

税
額
に
よ
り
延
滞
金
も
加
算

し
て
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

未
納
の
ま
ま
で
放
置
せ
ず

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
一
度
に

納
付
が
困
難
な
人
は
、
納
税

相
談
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
案

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
都
市
計
画
の
案
の
内
容

に
対
し
て
市
へ
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
学
研
同
志
社
地
区
地
区

計
画
の
決
定
と
高
度
地
区
の

変
更
・
風
営
法
改
正
等
に
伴

う
地
区
計
画
（
８
地
区
）
の

変
更
】

期
間
＝
１
月
５
日

〜
１９

日

。
た
だ
し
、
土
・
日
曜

日
と
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

場
所
＝
都
市
計
画
課

８
地
区
計
画
と
は
、
花
住

坂
・
山
手
・
田
辺
・
仲
ノ

谷
・
西
窪
・
中
島
・
三
山

木
・
田
辺
北
工
業
の
各
地
区

計
画
の
こ
と
で
す
。

問
合
せ
先
＝
都
市
計
画
課

（

６４
・
１
３
４
８
）

経済産業省は製造業を営むすべて
の事業所を対象に、その活動実態
を明らかにすることを目的とした
工業統計調査を行います。
同調査では、1月中旬ごろに調査
員がお伺いします。
みなさんからご提出していただく
調査票は、統計法に基づき秘密は
厳守されますので、正確に記入い
ただきますようお願いします。
問合せ先＝広報広聴課（ 64-
1320）

今月中旬に調査員がお伺いします
工業統計調査製造業を

対 象 に

非

常

勤
職種は窓口事務と女性問題の専門員

１６
年
度
登
録
者
を
募
集

ア
ル
バ
イ
ト

市
役
所
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

市
役
所
で
働
き
ま
せ
ん
か
？�

市
役
所
で
働
き
ま
せ
ん
か
？�

午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で

国民健康保険

市
役
所
２
階

国
保
年
金
課都

市
計
画
の
決
定
・
変
更

計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
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市
は
、
府
が
経
済
産
業
省

の
委
託
を
受
け
て
行
う
「
灯

油
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
消
費
実

態
調
査
」
の
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

調
査
期
間
＝
４
月
〜
平
成

１７
年
３
月

調
査
内
容
＝
灯
油
や
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
の
月
別
使
用
量
と

支
払
い
金
額
な
ど

募
集
数
＝
２
人
。
応
募
多

社
会
福
祉
協
議
会
は
、

「
お
話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
」
を
開
き
ま
す
。

こ
の
講
習
会
は
、
高
齢
者

の
心
理
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
の
心
構
え
、
注
意
点
、

高
齢
者
の
話
を
聴
く
こ
と
の

必
要
性
と
聴
き
方
、
そ
の
効

果
な
ど
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

（
話
し
手
と
聞
き
手
の
役
割

を
交
互
に
演
じ
る
実
習
）
を

交
え
た
も
の
で
す
。

日
時
＝
２
月
２
・
９
・
２３

日

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー対

象
＝
市
内
に
在
住
す
る

人
講
師
＝
京
都
ア
ク
テ
ィ

◎
京
田
辺
市
歌
謡
昴
会
が

福
祉
の
た
め
に
、
１３
万
円

◎

厚
生
年
金
事
業
振
興

団
京
都
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン

タ
ー
（
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
京

都
）
が
福
祉
の
た
め
に
１０
万

円
◎「
竹
の
響
き
を
聞
く
会
」

「
京
都
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン

タ
ー
」
「
舞
妓
の
茶
本
舗
」

「
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅
」

が
福
祉
の
た
め
に
５
万
１
千

２８
円

講
演
会
と
懇
談
会

「
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ま
び
こ
」
は
、
講
演

会
と
懇
談
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１
月
１８
日

午
後

１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
八
幡
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

対
象
＝
地
域
福
祉
に
関
心

の
あ
る
人

◎
知
事
消
防
表
彰
▼
永
年

勤
続
功
労
章
…
岡
嶋
一
晃

（
草
内
）
・
岡
田
敏
秀
（
高

船
）
▼
精
励
章
…
森
島
章
雄

（
多
々
羅
）
・
上
杉
直
彦

（
健
康
村
）
・
里
村
淳
二

（
興
戸
）
・
小
西
敏
夫
（
河

原
）

普
通
救
命
講
習
会

消
防
署
は
、
人
工
呼
吸
・

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
技
を

中
心
と
し
た
普
通
救
命
講
習

会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１
月
２４
日

午
前

９
時
〜
正
午

場
所
＝
消
防
本
部

定
員
＝
先
着
２０
人

寄

付

寄

付

�

寄

付

人

事

�

表

彰

�

寄

付

�

人

事

�

表

彰

表

彰

�

表

彰

サ

ー

ズ

サ

ー

ズ

�

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
に
備
え

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
に
備
え�

サ

ー

ズ

�

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
に
備
え�

ブ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ

会
長
の
安
井
潔
さ
ん

定
員
＝
３０
人

し
め
き
り
＝
１
月
２８
日

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（

６２
・
２
２

２
２
）

実
習
で
技
を
磨
く

実
習
で
技
を
磨
く�

実
習
で
技
を
磨
く�

講
演
会
の
テ
ー
マ
＝
「
ス

ト
レ
ス
社
会
に
お
け
る
心
の

健
康
」

講
演
会
の
講
師
＝
あ
け
ぼ

の
共
同
作
業
所
所
長
の
野
地

芳
雄
さ
ん

懇
談
会
の
テ
ー
マ
＝
「
地

域
福
祉
の
充
実
を
目
指
す
私

た
ち
の
役
割
」

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

（

０
７
５
・
９
７
２
・
２

８
８
０
）

「
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ま
び
こ
」
は
、
京
田

辺
市
・
八
幡
市
・
井
手
町
・

宇
治
田
原
町
か
ら
委
託
を
受

け
て
開
設
し
た
機
関
で
、
障

害
者
や
そ
の
家
族
な
ど
へ
の

相
談
活
動
や
情
報
提
供
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

数
の
時
は
、
抽
選
し
ま
す

応
募
方
法
＝
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と

「
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
」
を
書

い
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１
月
２０
日

応
募
・
問
合
せ
先
＝
産
業

振
興
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、

６４
・
１
３
６
０
）

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

モ
ニ
タ
ー
を
募
集�

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

モ
ニ
タ
ー
を
募
集�

モ
ニ
タ
ー
を
募
集�

当座預金・普通預金・別段預金は�
平成17年3月末まで引き続き全額保護されます�
　定期預金などは、これまでと同様に元本1,000万�
円までとその利息などが保護されます。それを超え�
る部分は、破綻金融機関の財産の状況に応じて支払�
われます（一部カットされることがあります）。�
　平成17年4月以降は、当座預金などの利息のつか�
ない預金が全額保護されることになります。�
　預金保険制度や漁業系統預金保険制度ともに同様�
の取り扱いがなされます。�
　くわしくは、金融機関・農水産業協同組合貯金保�
険機構・預金保険機構（�03-3212-6029）・近�
畿財務局（�06-6949-6369）へお問い合わせく�
ださい。�

金 融 庁 �
預金保険機構�

お
話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

灯
油
・
プ
ロ
パ
ン
使
用
量
な
ど
調
べ
る

Ｓ
の
感
染
経
路
や
そ
の
症

状
、
発
生
時
の
対
応
や
消
毒

方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

患
者
搬
送
や
消
毒
時
に
着

用
す
る
防
護
服
や
手
袋
な
ど

を
脱
ぐ
時
が
も
っ
と
も
２
次

感
染
の
可
能
性
が
高
い
こ
と

か
ら
、
参
加
者
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
参
考
に
し
な
が
ら
防
護

田辺保健所職員㊨から防護服の消毒方法
を学ぶ職員ら（コミュニティホール）

市
は
、
重
症
急
性
呼
吸
器

症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
＝
サ
ー

ズ
）
が
発
生
し
た
時
に
、
患

者
搬
送
や
消
毒
作
業
を
担
当

す
る
職
員
を
対
象
に
研
修
会

を
昨
年
の
１２
月
３
日
に
開
き

ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
、
一
昨
冬
に

ア
ジ
ア
を
中
心
に
発
生
し

た
、
新
し
く
発
見
さ
れ
た
病

気
。
今
年
も
冬
場
に
か
け
て

再
流
行
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

研
修
会
に
参
加
し
た
の

は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
発
生
時
に
第

一
線
で
作
業
を
す
る
こ
と
と

な
る
消
防
職
員
と
健
康
推
進

課
職
員
ら
約
５０
人
で
す
。

研
修
会
は
田
辺
保
健
所
職

員
を
講
師
に
迎
え
、
Ｓ
Ａ
Ｒ

担
当
職
員
が
消
毒
方
法
な
ど
学
ぶ

服
の
脱
着
を
繰
り
返
し
、
処

理
方
法
を
体
験
し
て
い
ま
し

た
。

１
月
１０
日
は

１
１
０
番
の
日

田
辺
警
察
署
は
、
毎
年
１

月
１０
日
の「
１
１
０
番
の
日
」

に
ち
な
み
、
市
民
の
み
な
さ

ん
へ
１
１
０
番
の
正
し
い
通

報
方
法
の
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。

問
合
せ
先
＝
田
辺
警
察
署

（

６３
・
０
１
１
０
）

朱
智
神
社
で
消
防
訓
練

非
常
食
試
食
も
同
時
に

市
は
１
月
２０
日

か
ら
１

週
間
、
文
化
財
防
火
週
間
と

し
て
市
内
社
寺
仏
閣
の
査
察

な
ど
を
行
い
ま
す
。

同
週
間
に
ち
な
み
消
防
団

と
消
防
署
は
、
消
防
技
術
の

向
上
を
め
ざ
し
た
訓
練
を
行

い
ま
す
。

訓
練
終
了
後
、
災
害
用
非

常
食
な
ど
の
試
食
会
も
開
き

ま
す
。

日
時
＝
１
月
１８
日

午
前

１０
時
３０
分
か
ら

場
所
＝
朱
智
神
社

問
合
せ
先
＝
消
防
署
（

６３
・
１
１
２
５
）

費
用
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
消
防

署
（

６３
・
１
１
２
５
）

文

化

協

会

に

入
会
し
ま
せ
ん
か

文
化
協
会
は
、
平
成
１６
年

度
新
規
登
録
サ
ー
ク
ル
を
募

集
し
ま
す
。

同
協
会
は
、
本
市
の
文
化

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

市
民
文
化
祭
や
部
門
ご
と
の

市
民
発
表
会
な
ど
各
種
事
業

を
開
い
て
い
る
団
体
で
す
。

登
録
の
要
件
（
次
の
項
目

を
い
ず
れ
も
満
た
し
て
い
る

こ
と
）
＝
▼
本
会
の
目
的
に

賛
同
し
、
各
種
事
業
に
参

加
・
協
力
で
き
る
こ
と
▼
市

内
で
１
年
以
上
活
動
し
、
構

成
員
が
５
人
以
上
で
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
▼
原
則
と
し

て
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通

学
す
る
人
で
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
▼
政
治
・
宗
教
・
営

利
に
関
す
る
目
的
を
持
っ
て

い
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と
▼

計
画
的
・
継
続
的
に
公
開
で

き
る
活
動
を
し
て
い
る
こ
と

申
込
方
法
＝
社
会
教
育
課

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、「
サ
ー

ク
ル
の
規
約
」「
サ
ー
ク
ル

名
簿
」
を
添
え
て
同
課
内
、

文
化
協
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１
月
３０
日

登
録
の
決
定
＝
文
化
協
会

役
員
会
で
決
定
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
＝
文
化

協
会
事
務
局
（
社
会
教
育
課

内
、

６４
・
１
３
９
３
）
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。�

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課�

　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０

１
３
２
０
）
へ
）
へ�

　
　
　
広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。�

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課�

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

�

国
民
年
金
保
険
料

領
収
書
は
保
管
を

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全

額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、
領
収
書

は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

宇治税務署による申告相談�

※申告説明会に来られる人は、開始時間までにお越しください。�
※出張申告の受付は、午後3時までです。混雑状況により早まることもあり�
ますので、お早めにお越しください。正午から午後1時までは休憩時間です。�
※譲渡所得のある人は、直接税務署で申告してください。�

日　　　　時�

1月29日��
午後2時～3時�

相　談　の　種　類�

確定申告一般�

1月29日��
午後3時30分～4時30分�

住宅借入金等�
特別控除�

確定申告一般�
（公的年金所得者のみです）�

確定申告全般�
（譲渡所得は除きます）�

中央公民館�

場　所�

申
告
説
明
会�

出

張

申

告

�

コミュニティ�
ホール�2月23日�・24日�・

25日��
午前10時～午後3時�

2月12日�・13日��
午前10時～午後3時�

宇
治
税
務
署
は
、
平
成
１５

年
分
の
確
定
申
告
に
関
す
る

説
明
会
や
申
告
相
談
を
下
表

の
と
お
り
開
き
ま
す
。

確
定
申
告
は
２
月
１６
日

か
ら
３
月
１５
日

ま
で
で

す
。
還
付
申
告
は
２
月
２
日

か
ら
税
務
署
で
受
け
付
け

が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
申

告
書
は
郵
送
で
も
提
出
で
き

出
張
受
付
会
場
で
は
取
り
扱

い
ま
せ
ん
の
で
税
務
署
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
宇
治
税
務

署
（
〒
６
１
１
・
０
０
３
３

宇
治
市
大
久
保
町
井
ノ
尻

６０
・
３
、
４４
・
４
１
４
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ま
す
。

青
色
申
告
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
、
過
年
分
の
申

告
、
不
動
産
所
得
・
事
業

（
営
業
）
所
得
の
あ
る
申
告

は
、
税
務
署
ま
た
は
下
表
の

出
張
申
告
受
付
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
譲
渡
所

得
（
土
地
建
物
、
株
式
な
ど

の
売
却
な
ど
）
の
申
告
は
、

市
・
府
民
税
の

納
付
忘
れ
ず
に

１
月
は
、
市
・
府
民
税
第

４
期
分
の
納
付
月
で
す
。

市
・
府
民
税
は
、
前
年
中

に
一
定
の
所
得
が
あ
っ
た
人

申
告
の
際
に
は
領
収
書
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

１
月
以
降
に
納
め
ら
れ
た
保

険
料
に
つ
い
て
は
翌
年
の
申

告
に
な
り
ま
す
。

納
付
書
の
送
付
・
保
険
料

の
収
納
は
国（
社
会
保
険
庁
）

が
直
接
行
っ
て
い
ま
す
の

に
対
し
課
税
さ
れ
る
税
金
で

す
。納
期
は
第
１
期
が
７
月
、

第
２
期
が
９
月
、
第
３
期
が

１１
月
、
第
４
期
が
翌
年
１
月

の
４
回
分
割
に
な
っ
て
い
ま

す
。納

期
限
内
に
納
付
さ
れ
な

で
、
保
険
料
の
納
付
額
な
ど

に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
事

務
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
京
都
南
社
会

保
険
事
務
所
（

０
７
５
・

６
４
３
・
３
５
４
１
）

説
明
会
を
開
き
ま
す
�

説
明
会
を
開
き
ま
す

説
明
会
を
開
き
ま
す
�

説
明
会
を
開
き
ま
す

か
っ
た
時
は
、
各
納
付
月
の

翌
月
に
督
促
状
を
発
送
し
ま

す
。
督
促
状
を
発
送
し
た
際

は
、
本
税
と
は
別
に
督
促
手

数
料
と
し
て
２
０
０
円
を
加

算
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
延

滞
金
も
徴
収
す
る
こ
と
と
な

が
ご
自
身
で
確
定
申
告
書
を

作
成
し
て
い
た
だ
く
「
自
書

申
告
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

申
告
期
間
中
（
２
月
１６
日

〜
３
月
１５
日

）
は
、
申

告
者
の
増
加
で
受
付
会
場
が

大
変
混
雑
し
、
待
ち
時
間
が

大
変
長
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

し
、
早
目
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
宇
治
税
務

署
（

４４
・
４
１
４
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
を
早
く
済
ま
せ
る
た

め
、
申
告
書
の
作
成
に
つ
い

て
は「
確
定
申
告
の
手
引
き
」

や「
前
年
分
の
申
告
書
の
控
」

な
ど
を
参
考
に
し
、
で
き
る

だ
け
ご
自
分
で
正
し
く
作
成

自
書
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

宇
治
税
務
署
は
、
納
税
者

り
ま
す
。
な
お
、
納
付
が
困

難
な
時
な
ど
は
、
分
割
納
付

等
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
、

相
談
を
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
未
納
の
ま
ま
放
置

し
な
い
で
お
早
く
納
付
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（

６４
・
１
３
１
８
）

確定申告

中
央
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

玉
水
橋
の
開
通

記
念
式
典
は
、
府
立
山

城
勤
労
者
福
祉
会
館
（
井

手
町
）
で
山
田
啓
二
京
都
府
知

事
を
は
じ
め
、
久
村
哲
京
田
辺
市

長
・
汐
見
明
男
井
手
町
長
な
ど
、

関
係
者
が
多
数
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
は
同
橋
上
に
場
所
を
移
し
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
開
き
。
田

辺
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
引
き

続
き
、
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、
京

田
辺
市
・
井
手
町
の
三
世
代
夫
婦

７
組
を
先
頭
に
、
た
く
さ
ん
の

人
が
新
し
く
な
っ
た
橋
を

踏
み
し
め
て
い
ま
し

た
（
＝
写
真
）。

市立幼稚園8園は、幼稚園児が描いた作
品などを展示した絵画展を開きます。
日時＝1月16日 ～19日 午前10時～午
後4時。ただし、19日 は午後3時まで
場所＝コミュニティホール
テーマ＝「一人一人の心を大切に」
内容＝幼稚園児による絵画や写真の展示
問合せ先＝市立幼稚園教育研究会（松井
ケ丘幼稚園内、 62-8887）

幼稚園児の絵画展�

16日からコミュニティホールで�
幼稚園児の絵画展�幼稚園児の絵画展�

16日からコミュニティホールで�

市は、みなさんの生活の一助として消費生活に
関するいろいろな問題について紹介しています。
今回は「アポイントメントセールス」です。
①家に突然電話があり「あなたが当選しました
ので景品を渡します。今日、午後5時に○○駅前
ビルの営業所に来てください」と言われ、「なん
だろう？」と思いながら出向きました。女性から
きれいなホテルなどのパンフレットを見せられ
「旅行や買い物が安くなる会」への入会を勧めら
れました。入会するにはDVDを買うことが条件で、
その代金は80万円。そんなお金はないと断ったが、
クレジットで払えばよいと4時間近くも説得され、
仕方なく契約しました。全30巻のDVDと別に会
費が月々3,150円必要です。解約したい。
②いい話があると電話で呼び出され、ホテルで
開かれていた宝飾品の展示会に案内されました。
午後6時から10時まで、しつこく宝石を買うよう
勧められました。数人の販売員に取り囲まれ、契

約するまで帰してもらえないような状況に追い込
まれ、100万円のダイヤのネックレスを契約して
しまいました。
アポイントメントセールスは、突然電話やはが
きで誘われ、指定された場所に出向くことから始
まります。そして100万円近くもするDVDやアク
セサリー・絵画・パソコンなどの購入契約
を結ぶことになります。
①・②ともクーリング・オフ制度が適用
されます。契約書面を受け取ってから8日以
内に書面で解約を申し出れば、取り消しが
できます。クレジット契約がある場合は信
販会社にもはがきを出します。帰りたいの
に帰してもらえないという状態で契約した
時や、うその説明を受けた時は、消費者契
約法で取り消すことができます。
クーリング・オフの仕方がわからない、
業者との話し合いがつかないときは、早め
に消費生活相談へお越しください。
日時＝毎週水・金曜日午後1時30分～午
後4時
場所＝市役所306号会議室
問合せ先＝産業振興課（ 64-1360）

アポイントメントセールス

電話やはがきで勧誘�電話やはがきで勧誘�

電話やはがきで勧誘�電話やはがきで勧誘�
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は
た
ち
の
献
血

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

厚
生
労
働
省
や
日
本
赤
十

字
社
な
ど
は
、
１
月
１
日

（
元
日
）
か
ら
２
月
２９
日

ま
で
「
は
た
ち
の
献
血
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
献
血

に
よ
っ
て
確
保
し
よ
う
と
行

わ
れ
る
も
の
で
、
特
に
血
液

が
不
足
す
る
冬
期
の
献
血
者

と
安
全
な
血
液
の
確
保
を
す

る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
ま

す
。新

た
に
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
た
「
は
た
ち
」
の
若
者
を

中
心
に
、
多
く
の
人
々
に
対

し
て
献
血
の
意
義
や
大
切
さ

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
特
に
成
分
献
血
や
４

０
０

献
血
へ
の
協
力
を

求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
と
市
献
血
推
進

協
議
会
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期

間
中
に
献
血
事
業
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

献
血
日
時
・
場
所
＝
▼
１

月
９
日

午
前
９
時
３０
分
〜

正
午
・
㈱
克
己
建
設
▼
同
日

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０

分
・
田
辺
保
健
所

問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課

（

６４
・
１
３
３
５
）

今
回
開
通
し
た
玉
水
橋
は

３
代
目
。
明
治
３７
年
に
完
成

し
た
初
代
は
、
昭
和
２８
年
の

南
山
城
大
水
害
で
流
出
し
、

２
代
目
は
昭
和
３１
年
に
当
時

府
内
最
長
の
橋
と
し
て
架
け

か
え
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で

の
同
橋
は
老

朽
化
が
進
み
、

ま
た
幅
が
狭
く
歩
道
が
無
い

た
め
、
歩
行
者
や
自
転
車
の

通
行
者
に
と
っ
て
は
危
険
な

橋
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
橋
は
全
長
４
７

４
・
５

両
側
に
は
３

の
歩
道
が
設
け
ら
れ
、
車
道

も
４
車
線
に
。
幅
員
は
こ
れ

ま
で
の
約
４
倍
の
２３

と
、

よ
り
広
く
安
全
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
度
か
ら
府
が
建

設
を
進
め
、
旧
橋
の
撤
去
が

終
わ
る
の
が
同
１７
年
度
の
予

定
。
総
事
業
費
は
約
８３
億
円

で
す
。

車
道
は
４
車
線
・
両
側
に
歩
道
も

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

三
世
代
夫
婦
を

三
世
代
夫
婦
を
�

　
先
頭
に
渡
り
初
め

　
先
頭
に
渡
り
初
め
�

三
世
代
夫
婦
を
�

　
先
頭
に
渡
り
初
め

京
田
辺
市
と
井
手
町
を
つ
な
ぐ
新
し
い
玉
水
橋
が
完
成
し
、
昨
年
の

１２
月
６
日
に
開
通
を
祝
う
式
典
が
府
立
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
（
井
手
町
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
完
成
し
た
橋
の
渡
り
初
め
も
行
わ
れ
、

京
田
辺
市
・
井
手
町
の
三
世
代
夫
婦
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
。
同
日
午

後
３
時
か
ら
は
車
の
通
行
も
始
ま
り
、
木
津
川
両
岸
地
域
の
さ
ら
な
る
交
流

が
進
み
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
人
と
車
の
行
き
交
い
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

京
た
な
べ
男
女
共
同
参
画
週
間

実
行
委
員
会
は
、
京
た
な
べ
男
女

共
同
参
画
週
間
事
業
の
一
つ
と
し

て
開
く
「
ふ
れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス
タ

（
仮
称
）」
へ
の
参
加
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

日
時
＝

６
月
２６
日

午
前
１０

時
〜
午
後

３
時場

所
＝

中
央
公
民
館

募
集
内
容
＝
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
開
く
「
ふ

れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス
タ
（
仮
称
）」
で

の
自
由
な
企
画
（
舞
台
発
表
・
作

品
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
形
式
は
問
い
ま

せ
ん
）

応
募
資
格
＝
▼
企
画
を
自
主
的

に
運
営
・
実
施
で
き
る
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人
で
作
る

グ
ル
ー
プ
。
た
だ
し
、
営
利
目
的

や
特
定
の
宗
教
・
政
治
活
動
を
す

る
グ
ル
ー
プ
な
ど
は
除
き
ま
す
▼

月
１
回
程
度
、
開
く
会
議
に
出
席

で
き
る
グ
ル
ー
プ

応
募
方
法
＝
企
画
内
容
・
グ

ル
ー
プ
名
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内

容
・
代
表
者
氏
名
・
連
絡
先
を
書

い
て
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１
月
２３
日

決
定
・
通
知
＝
京
た
な
べ
男
女

共
同
参
画
週
間
実
行
委
員
会
が
審

査
・
選
考

し
、
決
定

し
て
、
応

募
者
へ
通

知
し
ま
す

応
募
・

問
合
せ
先
＝
京
た
な
べ
男
女
共
同

参
画
週
間
実
行
委
員
会
事
務
局

（
政
策
推
進
課
内
、
〒
６
１
０
・
０

３
９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、

６４
・
１
３
１
０
、

６３
・
４
７
８

１
）

ふ れ あ い 夢
フェスタ（仮称）

参
加
団
体
を
募
集

舞
台
・
展
示
な
ど
自
由
な
企
画
を

８
日
以
内
に
書
面
で
解
約
Ｏ
Ｋ

12月6日完
成
し
た
橋
の
上
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た

式辞を述べる山田啓二京都府知事（府立山城勤労者福祉会館）
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200
4年
�

家族みんなで交通安全�
新年おめでとうございます。�
今年も一年、交通事故ゼロで安全で元気にお過ごしください。�

めざそう交通事故ゼロ！�
～「一年の計は元旦にあり」～�

ご家族で、交通安全について決意を新たに！�

空き巣ねらいが多発しています。戸締まりは確実に！�
【田辺警察署　�63-0110】�

◎無理な横
断はしませ

ん。�
◎交通ルー

ルを守りま
す。�

◎飲酒運転
は�

しません。
�

◎シートベ
ルト・チャ

イルド�

シートを締
めます。�

府
と
綴
喜
犬
の
適
正
飼
養

推
進
協
議
会
は
、
犬
の
飼
い

主
に
正
し
い
飼
い
方
や
し
つ

新
春
茶
香
服
大
会

参
加
し
ま
せ
ん
か

京
田
辺
茶
業
青
年
団
は
、

新
春
茶
香
服
大
会
（
お
茶
の

銘
柄
当
て
ゲ
ー
ム
）
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
１
日

午
後

１
時
か
ら

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル

参
加
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
す
る
人

募
集
チ
ー
ム
数
＝
先
着
４

チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
５
人
で

編
成
し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
Ｊ
Ａ

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
人
権
に
つ
い
て
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

「
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
〜
人
権
に
気
づ
い
て
感
じ

て
考
え
よ
う
〜
」
を
開
き
ま

す
。ス

ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ
と

で
自
分
や
他
者
の
人
権
を
奪

う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
自
分
や

他
者
と
の
感
情
と
う
ま
く
つ

き
あ
う
方
法
を
学
ぶ
こ
と
を

子
ど
も
の
イ
ベ
ン
ト

子
育
て
情
報
を
募
集

京
た
な
べ
・
つ
づ
き
子
ど

も
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、「
ど

こ
い
こ
う
？
」
春
号
に
掲
載

す
る
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
て

犬のしつけ方教室�

1 田辺保健所�

場　所�

2月5日��

2月12日��

2月19日��

�開講式�講習会（飼い主のみ参加）…犬の健康管理や習性など�

田辺地方振興局�
ツケ・スワレ・フセ・マテ・コイの
しつけ方の実技講習�
（飼い犬を連れての実習）�

2

開催日�回� 内　　　　　　　　容�時間�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�4

3

2月26日��

人
権
を
尊
重
し
た
生
き
方

と
お
し
て
人
権
を
尊
重
し
た

生
き
方
を
一
緒
に
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
＝
①
１
月
３１
日

②
２
月
１４
日

時
間

午
後
１
時
３０
分
〜

４
時場

所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー内

容
＝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
参
加
型
体
験
学
習
）

テ
ー
マ
＝
①
ス
ト
レ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
②
感
情
の
扱
い

方

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進

行
役
）
＝
①
加
古
川
市
立
中

学
校
教
員
の
石
井
佐
千
代
さ

ん
②
メ
ン
ズ
サ
ポ
ー
ト
ル
ー

ム
の
水
野
阿
修
羅
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

定
員
＝
そ
れ
ぞ
れ
先
着
３０

人
し
め
き
り
＝
①
１
月
２６
日

②
２
月
９
日

ど
ち
ら
か
１
回
だ
け
の
参

加
も
で
き
ま
す
。
保
育
を
希

望
す
る
人
は
申
し
込
み
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
人
権

啓
発
課（

６４
・
１
３
３
６
）

市は、大人の仲間入りをする新
成人を招き、成人式を開きます。
【日時】
1月11日 午後1時～3時
【受付時間】
正午から
【場所】
田辺中央体育館
【対象】
市内に在住する昭和58年4月2日
～59年4月1日に生まれた人
【内容】

第1部＝成人式式典（はたちの言
葉一筆啓上の表彰など）
第2部＝▼成人のつどい▼吉本笑
タイム（出演…ケンドーコバヤシ
と笑い飯）▼抽選会▼恩師・来賓
などとの歓談など
成人式は案内状の封筒を持って、
ふだん着で参加してください。
家族の方も同体育館2階から成人
式に参加できます。
【問合せ先】
社会教育課（ 64-1393）

い
ま
す
。

し
め
き
り
＝
１
月
９
日

問
合
せ
先
＝
京
た
な

べ
・
つ
づ
き
子
ど
も
情
報

け
の
必
要
性
を
広
く
啓
発
す

る
こ
と
で
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

向
上
と
人
と
飼
養
動
物
が
共

生
す
る
社
会
環
境
づ
く
り
を

め
ざ
し
、「
犬
の
し
つ
け
方

教
室
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
内
容
＝
下

表
の
と
お
り

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る

生
後
６
か
月
以
上
２
歳
未
満

の
犬
の
飼
い
主
と
そ
の
飼
い

犬
定
員
＝
先
着
１０
組
。
た
だ

し
、
飼
い
主
の
み
の
参
加

（
先
着
２０
人
）
も
で
き
ま
す

犬
の
実
習
条
件
＝
▼
健
康

状
態
が
良
好
で
あ
る
こ
と
▼

狂
犬
病
を
含
む
感
染
症
の
予

防
接
種
を
受
け
て
い
る
こ
と

京
都
や
ま
し
ろ
田
辺
総
合
支

店
（

６２
・
０
０
３
４
）

▼
攻
撃
性
が
少
な
い
こ
と
▼

す
べ
て
の
講
習
に
参
加
で
き

る
こ
と

２
月
５
日

の
講
習
会
だ

け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

費
用
＝
無
料

申
込
期
間
＝
１
月
１３
日

〜
２３
日

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

保
健
所（

６３
・
６
１
１
３
）

成
人
式�

み
ん
な
で
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

わ く わ く
ワークショップ

講
習
会
や
実
技
を
行
い
ま
す

ケ
ン
ド
ー
コ
バ
ヤ
シ
・
笑
い
飯
も
来
場

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

昨
年
の
成
人
式
の
吉
本
笑
タ
イ
ム
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
受
け
る
新
成
人
の
み
な
さ
ん

1月11日に田辺中央体育館で

セ
ン
タ
ー
（
社
会
教
育
課

内
、

６４
・
１
３
９
３
、

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

syakyo@
kyotanabe.jp

）
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心配ごと�
相談�

田辺地方�
振興局�
�62-0173

田辺�
児童館�
�63-1081

普賢寺�
児童館�
�65-0153

児童�
福祉課�
�64-1376

地域子育て�
支援センター�
�62-0468

府民無料�
法律相談�

市民無料�
法律相談�

高齢者・障害者など対象
に福祉サービスの契約な
ど生活支援について�

60歳以上の人を対象�

18歳未満の子どもの
ことについて、気に�
かかることなど�

乳幼児を除く市民を対
象�

家でできる訓練の方法
や、内容について�
（来所も可）�

妊婦・乳幼児の相談、�
乳幼児の身体計測など�

弁護士による相談�
�1月16日�2月2日から電話
予約受付（土・日・祝日を除く）�

成人を対象�
電話予約受付�

弁護士による相談�
1月16日電話予約受付�

地域福祉�
権利擁護�
相談�

南部�
法律相談
センター�

1月21日��
13：30～15：00�
三山木福祉会館�

1月15日��
13：30～15：00�
花住坂公民館�

1月13日��
9：00～11：00�

保健センター（�63-2662）�

1月8日��
9：00～11：00�
保健センター�

心配ごと�
出張相談�

毎週月曜日�
9：00～11：00�
保健センター�

1月19日��
13：30～16：30�
田辺地方振興局�

�2月4日��2月18日��
13：30～16：30�
市役所会議室�

老人健康�
相談�

毎週月～金曜日�
13：30～15：30�
田辺児童館�

毎週月曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

普賢寺児童館�

毎週月～金曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

児童福祉課�

電話相談　毎週月～金曜日�
来所相談　毎週月曜日�
9：00～16：00

発達相談�
＜1月5日�
除く＞�

育児相談�

家庭児童�
相談室�

すくすく�
子育て�
相談�

健康相談�

リハビリ�
相談�

問合せ先�

京都�
弁護士会�
�075-231-2378

1月9日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

登記・相続・離婚問題
など（予約制）�

司法書士�
法律相談�

1月5日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

法律問題全般�
（予約制）�

弁護士に
よる無料�
法律相談�

1月26日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

1月20日��
13：30～16：00�
一休ケ丘公民館�

1月30日��
10：00～12：00�
社会福祉センター�

毎週木曜日�
13：00～17：00�

CIKビル（近鉄新田辺駅西）�

1月5日�・15日�・26日�
13：30～16：00�
社会福祉センター�

相談内容�
なやみごと�
（人権・行政）�
相談�

相談名�

妊婦�
乳幼児�
相談�

成人健康�
相談�

相談名�

日時・場所�

相談内容� 日時・場所�

問合せ先�

人権擁護委員・行政�
相談委員による相談�

1月14日�中央公民館�
28日�北部住民センター
13：30～16：00 人権�

啓発課�
�62-4343

健康�
推進課�
�64-1334�
�64-1335

ふれあい�
相談室�

土曜日�
なんでも�
相談�

日常生活全般につい
て、どんなことでもお
気軽に（予約制）�

ひとりで悩まずどんな
ことでもご相談を�
電話・FAX・来所可�

毎週月～金曜日�
9：00～16：00�
社会福祉センター�

1月17日��
10：00～12：00�
社会福祉センター�

生活�
なんでも�
相談�

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて�
（日常生活全般につい
て）�

弁護士による有料の法
律相談（予約制・40
分5,250円）�

在宅介護に関する各種
相談、アドバイス�

1月21日��
10：00～11：30�
北部住民センター�

在宅介護�
支援相談�

高齢�
介護課�
�64-1373

登校しぶりや不登校の
問題、学習の遅れなど
（予約制）�

教育相談�
学校�
教育課�
�63-4488

社会福祉�
協議会�
�62-5447�
�65-4962

乳 幼 児 の ことにつ�
いて、気にかかる�
ことなど�

くらしの中で購入する
物やサービスについて
の相談�

毎週水・金曜日�
13：30～16：00�
市役所306会議室�

消費生活�
相談�

産業�
振興課�
�64-1360

12：30～16：30�
●13日� 大住小学校�
●15日� 三山木小学校�

桃園小学校�
●20日� 田辺東小学校�
●21日� 田辺小学校�
●22日� 薪小学校�
●29日� 松井ケ丘小学校 
　　　    中央公民館�

女性による女性のため
のカウンセリング　
（予約制）�

1月15日��
13：30～16：30�
市役所会議室�

女性の�
相談室�

政策�
推進課�
�64-1309

相続税、贈与税などの
税金に関する問題全般
（予約制）�

1月15日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

税務相談�

こころの健康に不安やお
困りの市民・家族など（専
門医による相談・予約制）�

1月22日��
14：00～15：30�

保健センター（�64-1335）�

こころの
健康相談�

※相談日が祝日の時は、相談開催日を変更する場合が�
　ありますので各担当へお問い合わせください。�

�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

中央図書館�

新しい本の紹介�

�65－2500　�65－1222

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

臨時休館のお知らせ
図書館は、市民のみなさんへより早くよ
り正確に資料を提供できるよう、貸し出
しなどの図書館業務を休み、資料の点検
を行います。
この点検によって、中央図書館・同館北
部分室・同館中部分室は休館、移動図書
館「かんなび号」の巡回を休止します。
休館期間＝1月26日 ～30日
問合せ先＝中央図書館（ 65-2500）

1月のギャラリー
「大塚清治油絵個展」：大塚清治＝6

日 ～11日 「あけび工房　陶芸作品
展」：小松厚子＝14日 ～18日 「森
本寛治写真展」～四季～：森本寛治＝20
日 ～25

1月の映画会
今月は女性作家原作映画特集です。
10日…あ・うん 17日…櫂 24日…時

雨の記
いずれも土曜日の午前10時30分から

おはなし会
1月10日 …はなたれこぞうさま 17

日 …ねずみじょうど 21日 …ラチと
らいおん 24日 …ホレおばさん 31日
…とんだぬけさく 2月7日 …大工と

おにろく
時間＝ 水曜日…午後3時30分～4時 土
曜日…午後3時～3時30分
話し手＝ 水曜日…図書館職員 土曜日
…図書館サークルのいろりの会

毎週日曜日・祝日および12月31日～1月3日�
受付時間＝8：30～14：30�

場所＝保健センター内（�63-2662）�

休日応急診療所開設のお知らせ�

日にち�種別� 対　　　象�

受付時間＝13：30～14：30�
場所＝保健センター　　　�
問合せ先＝健康推進課（�64-1334）�

予防接種の日程�

三種混合�

1月14日��
1月8日��10月生まれおよび申込者�

生後6～18か月の乳幼児で�

11月生まれおよび申込者�

ツベルク
リン反応�1月19日��

15年8月生まれおよび申込者�
※2日後の判定・ＢＣＧに来てください�

判定・�
ＢＣＧ�

1月21日��1月19日にツ反を受けた人のみ対象�

中央図書館�

中央図書館北部分室中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館北部分室�
北部住民センター内�

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室中央図書館中部分室�中央図書館中部分室�
中部住民センター内�

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介�

おはなし会
1月7日 …ももたろう 10日 …初天

神 17日 …妖精の女王からのおくりもの
24日 …屋敷こびと 31日 …猫の嫁

2月7日 …とりのみじさ
時間＝午前11時～11時30分
話し手＝ 水曜日…図書館職
員 土曜日…図書館サークルの
おはなしバスケット

おはなし会
1月14日 午後3時30分から…モ
チモチの木
話し手＝図書館職員

固定資産税‥‥第3期�
税務課（�64-1318）�

国民健康保険税‥‥第5期�
国保年金課（�63-1122）�

愛
の
献
血�

・克己建設　�
　  9：30～12：00�
・田辺保健所�
　13：30～15：30

１
月
９
日
��

�
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市
は
、「
京
田
辺
市
新
春
特
別
番

組
」
を
平
成
１６
年
１
月
１
日
（
元
日
）

の
午
前
１０
時
１５
分
か
ら
１５
分
間
、
Ｋ

Ｂ
Ｓ
京
都
テ
レ
ビ
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
３４
ｃ
ｈ
）

で
放
映
し
ま
す
。

こ
の
番
組
は
久
村
哲
市
長
の
新
し

い
年
へ
の
抱
負
や
、
大
住
中
学
校
南

側
で
建
設
が
進
む
「（
仮
称
）
北
部

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
北
部
児
童

館
」
の
工
事
風
景
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
常
磐
苑
で
行
わ
れ
て
い
る
草
内

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
お
年
寄
り

と
の
「
囲
碁
」
を
通
し
た
世
代
間
交

流
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
同
志
社
大
学
生
が
市
民

の
み
な
さ
ん
と
交
流
し
な
が
ら
、

「
新
し
い
京
田
辺
市
を
作
ろ
う
」
と

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
様
子
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

レ
ポ
ー
タ
ー
は
、
昨
年
と
同
じ
く

能
崎
ま
ゆ
み
さ
ん
で
す
。

手
話
通
訳
の
入
っ
た
、
見
や
す
く

わ
か
り
や
す
い
番
組
で
す
。

お
正
月
の
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
ひ

と
と
き
に
、
お
せ
ち
料
理
を
食
べ
な

が
ら
変
わ
り

ゆ
く
ふ
る
さ

と
京
田
辺
を

ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ

い
。問

合

せ

先
＝
広
報
広

聴
課
（

６４
・
１
３
２

０
）

新年の抱負を話す久村市長㊨

お
年
寄
り
に
囲
碁

の
打
ち
方
な
ど
を

教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
世
代
間
交
流

を
す
る
草
内
保
育

所
の
子
ど
も
た
ち

（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
常
磐
苑
）

新
春
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映

新
春
特
別
番
組
を
放
映�
新
春
特
別
番
組
を
放
映

新
春
特
別
番
組
を
放
映�
新
春
特
別
番
組
を
放
映�

１
月
１
日（
元
日
）午
前
１０
時
１５
分
か
ら

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
覧
く
だ
さ
い

楽しく協力しあいながら
パソコン使い年賀状作り
IT業務を主な事業とする共同作業所「ア
イ・コラボレーション京都」は、小学生を
対象にふれあいパソコン教室を開催。参加
者はスタッフからパソコンの手ほどきを受
けながら、お気に入りのイラストや写真な
どをデザインして、オリジナル年賀状を作
成しました。
時間がたつにつれて緊張感がほぐれ、わ
いわいと楽しくお互いに協力しあいながら
年賀状を完成させました。
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日
ご
ろ
の
お
礼
に
と
小
学
校
や

老
人
福
祉
施
設
へ
雑
巾
を
贈
る

「
こ
の
雑
巾
で
学
校
を
美
し
く
し
て
く
だ
さ

い
―
」。
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
は
、
市

内
の
９
小
学
校
と
老
人
福
祉
施
設
へ
手
縫
い

の
雑
巾
な
ど
を
送
り
ま
し
た
。

「
高
齢
者
が
い
つ
も
世
話
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
何
ら
か
の
形
で
お
返
し
を
し
た
い
。
物

を
大
切
に
す
る
気
持
ち
も
伝
え
た
い
。」
と
中

川
容
子
会
長
は
話
さ
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受

け
た
草
内
小
学
校
の
児
童
は
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
掃
除
や
給
食
時
の
机
拭
き
に

使
い
ま
す
。」
と
喜
ん
で
ま
し
た
。

中川会長㊧からプレゼント
を受

け取る草内小学校の児童 ド
イ
ツ
の
大
学
留
学
生
が

普
賢
寺
小
学
校
で
国
際
交
流

ド
イ
ツ
・
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
同
志
社

日
本
語
セ
ン
タ
ー
の
留
学
生
が
普
賢
寺
小
学

校
を
訪
れ
、
児
童
ら
と
交
流
を
し
ま
し
た
。

留
学
生
ら
は
全
校
児
童
か
ら
出
迎
え
を
受

け
た
後
、
各
学
年
に
分
か
れ
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
工
作
や
習
字
の
授
業
を
受
け
、
給

食
を
食
べ
ま
し
た
。

昼
休
み
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
鬼
ご
っ
こ
や

サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
し
て
子
ど
も
た
ち
と
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

交
流
の
記
念
に
と
留
学
生
㊧
に
サ
イ
ン

を
ね
だ
る
子
ど
も
た
ち

スタッフに教えてもらいながらパソコンを使って年賀状
を作る参加者


